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府立北野高等学校 

校長 原田 恵子 

 

平成 26年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

伝統に培われた実績とアカデミックな校風を背景に文武両道・授業第一主義を貫き、次代のリーダーの育成をめざす。 

 １ 高い志とチャレンジ精神で臨み、進路目標を達成する力を育む。 

 ２ 知・心（徳）・体にバランスの取れた豊かな人間性を育む。 

 ３ 広い視野と豊かな知識を持ち、次代のグローバルリーダーとしての資質を育む。 

 

２ 中期的目標 

１ 高い学力の育成 

（１）授業の充実 

    生徒による授業評価と保護者による授業公開のアンケート結果を十分に活用するとともに、他校とも連携した教員相互の授業見学を実施して、授業

力を向上させる。さらに ICTを活用した授業の実施及び授業公開により大阪府全体へ波及させる。 

   ※生徒のアンケートにおける全体の満足度を平成 26年度 85%以上、平成 28年度には 95%以上に。保護者による授業公開アンケートにおける肯定的意見

を 100%に。生徒のアンケートにおける「ICTを活用している」という評価を平成 26年度 90%以上、平成 28年度には 95%以上にする。（平成 25年度授

業の満足度 78.9%、授業公開 99%、ICT活用の評価 85 %） 

（２）自主的な学習とバランスの取れた学習の定着 

    生徒が自主的なバランスの良い学習をしっかりと行えるよう、適切な指示・アドバイスを行い、環境整備も実施する。 

    ※生徒の平日の自主的な学習の時間が 2時間以上の生徒が平成 26年度 70%以上、平成 28年度には 85%以上に。また、3時間以上の生徒が平成 26年度 

50%以上、平成 28年度には 65%以上にする。（平成 25年度平日の自主的学習 2時間以上 68.9%、3時間以上 48.7%） 

（３）個々の学習状況に応じた学習指導の実践 

    生徒が理解度や到達度に応じた学習ができるよう、土曜講座や高大連携を一層充実させる。 

   ※土曜講座に対する満足度を平成 26年度は 70%以上、平成 28年度には 90%以上に。高大連携への満足度を平成 26年度以降 100%にする。（平成 25年度

土曜講座 41%、高大連携 100%） 

２ 豊かな人間性の育成 

（１）学校行事や部活動を通じた人間性の育成 

    学校行事や部活動を通して思い遣りや自主性などを育む。 

   ※学校行事に対する生徒の満足度が平成 26年度以降 90%以上を維持する。（平成 25年度 90%） 

（２）自己発見・自己実現に向けたキャリア教育の充実 

    「職業ガイダンス」や「学部・学科ガイダンス」、さらには「知的世界への冒険」など、卒業生の支援のもとキャリア教育を充実させる。 

   ※「職業ガイダンス」の満足度は平成 26年度以降 95%以上にする。（平成 25年度 94%） 

    「学部・学科ガイダンス」の満足度は平成 26年度以降 90%以上を維持する。（平成 25年度 88%） 

「知的世界への冒険」の満足度は平成 26年度 85%以上に、平成 28年度には 90%以上にする。（平成 25年度 84%） 

（３）教育相談活動の充実 

    生徒や保護者に対するきめ細かな教育相談ができるよう、情報の共有や体制づくり及び環境整備を行う。 

※達成度を平成 26年度には 80%以上に、平成 28年度には 90%以上にする。(平成 25年度 71％) 

３ 次代のグローバルリーダーとしての資質の育成 

（１）議論する力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力の育成 

    授業を中心とする様々な学習活動の中で、自分の考えをまとめ表現できる力、相手の主張を理解し自分の意見を交えしっかりと議論ができる力を育

成する。 

   ※生徒アンケートにおける肯定的評価が平成 26年度 70%以上に、平成 28年度には 80%以上にする。（平成 25年度 60%） 

（２）ＧＬＨＳの取組みを発展させ、新たにＳＧＨに取り組む 

    ハワイ大学をはじめとする海外の大学や国際機関、高校等と連携し、国際的な視点で大学の研究の最先端に触れる。また、グローバルな社会課題を

多角的に学び、積極的にその解決策を提言できる生徒を育成する。 

   ※国際的な社会課題への関心度を、平成 26年度は 60%以上に、平成 28年度には 80%以上にする。 

４ 教職員の学校運営に係る体制づくり 

（１）情報や課題を共有し、迅速に対応できる体制づくりを行う。 

（２）学校運営の中心となる人材を育成する。 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 年 月実施分］ 学校協議会からの意見 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

高
い
学
力
の
育
成 

（１）個々の教員の

授業力の向上と

教員の連携によ

る授業の充実 

 

（２）生徒の自主的

な学習とバラン

スの取れた学習

の定着 

 

（３）生徒の到達度

の正確な把握と

個々の学習状況

に応じた学習指

導の実践 

ア 校内での授業公開週間を年に２回実施す

る。また、他校と連携して、教員経験年数

の少ない教員を対象とした授業見学会を

含む授業力向上研修協議会を実施する。 

イ 教員相互の授業見学を全員で行い、授業見

学後の反省記録用紙を作成して供覧でき

る体制を作り、さらなる授業改善を行う。 

ウ 電子黒板など ICT を活用した授業を充実

させ、府内外の高校に授業公開することに

より、府内外の学校が電子黒板の導入を決

意できるよう支援する。 

エ 授業における自主的学習への適切な指

示・アドバイスと、教科バランスのとれた

学習についてのアドバイスを日常的に行

うだけでなく、自主学習意欲を高める 

オ 土曜講座を実施するほか、「TOEFL講座」「学

内留学」を実施して生徒の学習意欲を高め

る。 

カ 校内の学力テストや模擬試験、校外の模擬

試験などを活用し、分析会を実施して生徒

の学力の伸びを正確に把握する。 

キ 海外の高大連携先を開拓して、生徒の学習

の国際化に対応する。 

ア・イ 生徒のアンケートにお

ける全体の満足度 85%以

上。（平成 25年度 78.9%） 

保護者による授業公開ア

ンケートにおける肯定的

意見 100%。 

（平成 25年度 99%） 

ウ 生徒アンケートにおける

「ICTを活用している」と

いう評価が 90%以上。（平

成 25年度 85%） 

エ 生徒の平日の自主的学習

の時間が 2時間以上 70%以

上、3 時間以上 50%以上。

（平成 25 年度平日の自主

的学習 2時間以上 68.9%、

3時間以上 48.7%） 

オ 生徒アンケートにおける

満足度 70%以上。（平成 25

年度 41%） 

カ 学校教育自己診断におけ

る達成度 80%以上。（平成

25年度 76％） 

キ 高大連携の満足度 100%以

上。（平成 25年度 100%） 

 

２ 

豊
か
な
人
間
性
の
育
成 

（１）学校行事や部

活動のさらなる

充実 

 

（２）自己発見・自

己実現に向けた

キャリア教育の

充実 

 

（３）異文化理解教

育の充実 

 

（４）教育相談活動

の充実 

 

（５）校内美化・清

掃活動の充実 

ア 安全で安心な学校行事や部活動実施のた

め、活動内容の点検を行い、問題点を洗い

出して改善する。 

イ 「職業ガイダンス」や「学部・学科ガイダ

ンス」、さらには「知的世界への冒険」も

含め、内容を一層充実させる。 

ウ 大学や研究所等への留学生を活用するた

め、あらたな連携機関を開拓する。 

エ 教育相談関係のケース会議や支援教育校

内委員会を実施するとともに、ＳＣの参加

を求める。また子ども家庭センター、府教

育センター教育相談室等と連携するなど、

外部専門化を積極的に活用する。 

オ 生徒の作品展示場所やポスター掲示場所

の整備を行う。また、定期的な清掃点検を

行う。 

ア 学校行事に対する生徒の

満足度 90%以上。（平成 25

年度 90%） 

イウ 「職業ガイダンス」の満

足度 95%以上。（平成 25年

度 94%） 

  「学部・学科ガイダンス」

の満足度 90%以上。 

（平成 25年度 88%） 

「知的世界への冒険」の満

足度 90%以上。（平成 25年

度 84%） 

エ 学校教育自己診断におけ

る達成度 80%。(平成 25年

度 71%) 

オ 学校教育自己診断におけ

る達成度 80%。（平成 25年

度 75％） 

 

３ 

次
代
の
リ
ー
ダ
ー
と 

 

し
て
の
資
質
の
育
成 

（１） 議論する 

力、コミュニケーシ

ョン力、プレゼンテ

ーション力の育成 

（２）国際的な課題

への探求心の育成 

ア 「課題研究」「情報」「学内留学」「海外語

学研修」等を中心にディベートやプレゼン

テーションの学習と実践を行う。また、あ

らゆる学習活動の中で、自分の考えをまと

め、発表する取り組みを行う。 

イ 海外の大学や国際機関、高校との連携により 

  社会課題等について研究し、成果を発表す

る。 

ア 学校教育自己診断におけ

る「自分の考えをまとめた

り、発表する機会がよくあ

る」という評価が70%以上。

（平成 25年度 60%） 

イ アンケートにおける社会

課題への関心度が 60%以

上。（新規）   

 

４ 

教
職
員
の
学
校
運
営
に 

 
 
 
 

係
る
体
制
づ
く
り 

（１）情報や課題を

共有し、迅速に対応

できる体制づくり 

ア ＩＣＴを活用して、情報や課題の共有や迅

速な対応を行う。 

イ 教職員の危機管理意識を高めるための校

内研修を実施する。 

ウ ＨＰを充実させるとともに、保護者メール

や緊急ブログ等の活用により、保護者への

情報発信を確実に行う。 

ア・イ 学校教育自己診断にお

ける肯定的評価70%以上。（平

成 25年度 50%） 

ウ 学校教育自己診断におけ

る達成 80%以上。（平成 25年

度 67%） 

 

 


